
約
一
か
月
程
度
効
果
が
期
待
で
き
ま
す

が
、
こ
の
間
の
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
の

出
芽
は
全
体
の
50
％
程
度
と
言
わ
れ
て

い
て
、
初
期
の
除
草
剤
の
効
果
が
切
れ

た
、
播
種
後
一
か
月
以
降
か
ら
も
残
り

の
50
％
が
徐
々
に
出
芽
を
し
ま
す
。
土

壌
処
理
除
草
剤
だ
け
で
は
防
除
が
困
難

な
た
め
、
中
期
除
草
剤
で
の
防
除
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

従
来
で
あ
れ
ば
、
カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド

ウ
の
防
除
に
は
、
葉
茎
処
理
剤
と
し
て

ア
ク
チ
ノ
ー
ル
Ｂ
乳
剤
を
お
す
す
め
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
入
手
が
困
難

な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
バ
サ
グ
ラ
ン
液
剤

　

散
布
時
期（
１
月
下
旬
～
２
月
中
旬
）

　

生
育
期
・
収
穫
45
日
前
ま
で

　

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
へ
の
効
果
は
、

△
の
評
価
（
表
１
）
で
す
が
、
出
芽
後

す
ぐ
の
２
葉
期
ま
で
は
、
高
い
効
果
が

得
ら
れ
る
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。

葉
数
が
増
え
る
と
効
果
が
弱
ま
る
た
め
、

小
麦
の
ほ
場
を
よ
く
観
察
し
、
２
葉
期

ま
で
に
散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
併
せ

て
小
麦
に
絡
み
つ
き
、
倒
伏
の
原
因
と

な
る
ヤ
エ
ム
グ
ラ
へ
の
効
果
が
高
い
た

め
、
同
時
に
防
除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
Ｍ
Ｃ
Ｐ
ソ
ー
ダ
塩 

　

散
布
時
期（
３
月
上
旬
・
茎
立
期
前
）

　

幼
穂
形
成
期　

収
穫
45
日
前
ま
で

　

暖
か
い
方
（
最
低
15
℃
以
上
）
が
効

果
が
高
く
、
低
温
条
件
で
は
抑
制
状
態

の
ま
ま
、
完
全
枯
死
に
至
ら
な
い
場
合

＊
今
月
号
は
私
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
小
麦
の
ほ
場
で
カ
ラ
ス
ノ
エ

ン
ド
ウ
の
発
生
が
多
く
な
り
、
収
穫
し

た
小
麦
に
種
子
が
混
入
す
る
事
例
が
見

受
け
ら
れ
ま
す
。

　

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
の
種
子
は
、
小

麦
の
調
製
を
行
う
際
に
、
ふ
る
い
で
落

と
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
調
製
後

の
製
品
へ
の
混
入
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、収
穫
し
た
小
麦
へ
の
混
入
程

度
に
よ
っ
て
は
、
共
乾
施
設
へ
の
荷
受

け
を
お
断
り
す
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　　

小
麦
栽
培
の
際
に
は
、
播
種
直
後
に

土
壌
処
理
除
草
剤
を
使
用
し
、
雑
草
の

防
除
を
行
い
ま
す
。
こ
の
除
草
剤
は
、

営農振興課
営農経済渉外係長
田中　裕子

小
麦
の

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
対
策

も
あ
り
ま
す
。
散
布
後
の
降
雨
に
よ
り

効
果
が
低
下
す
る
た
め
、
好
天
の
日
中

を
選
ん
で
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

　

使
用
時
は
、
近
隣
の
広
葉
作
物
に
飛

散
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

●
ハ
ー
モ
ニ
ー
７
５
Ｄ
Ｆ

　

散
布
時
期（
３
月
）

　

収
穫
45
日
前
ま
で

　

カ
ラ
ス
ノ
エ
ン
ド
ウ
に
対
し
て
は
抑

制
効
果
は
あ
り
ま
す
が
、
完
全
枯
死
に

は
い
た
り
ま
せ
ん
。

　

ス
ズ
メ
ノ
テ
ッ
ポ
ウ
や
ヤ
エ
ム
グ
ラ

と
の
同
時
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

使
用
時
期
や
、
雑
草
の
大
き
さ
に
合

わ
せ
て
除
草
剤
の
選
択
を
行
い
ま
し
ょ

う
。
茎
葉
処
理
剤
は
、
小
麦
が
大
き
く

な
る
と
、
直
接
雑
草
に
付
着
し
に
く
く
、

効
果
が
弱
ま
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
定

期
的
に
、
ほ
場
を
確
認
し
、
カ
ラ
ス
ノ

エ
ン
ド
ウ
の
葉
数
が
少
な
い
時
期
に
防

除
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
農
薬
を
使
用
す
る
際
は
、
ラ

ベ
ル
に
記
載
さ
れ
た
登
録
内
容
を
必
ず

確
認
し
、
適
切
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

カラスノエンドウ

中
後
期
除
草
剤
に
つ
い
て

表１　小麦　中期除草剤　雑草スペクトラム

表２　小麦　一年生雑草・広葉雑草の除草剤

農薬名 作物名 使用量
（希釈水量） 使用時期 使用回数

バサグラン液剤 小麦 100～ 200ml/10a
（70～ 100L/10a）

生育期
但し収穫45日前まで 1回

ハーモニー 75DF 小麦 3～ 10g/10a
（50～ 100L/10a）

節間伸長開始期～穂ばらみ期
但し収穫45日前まで 1回

MCPソーダ塩 麦類
（秋播麦類）

200～ 300ｇ/10a
（70～ 100L/10a）

幼穂形成期
但し収穫45日前まで 1回

エコパートフロアブル 小麦
（秋播）

50～ 100ml/10a
（100L/10a）

小麦節間伸長開始期まで
但し収穫45日前まで 2回

カラスノエンドウ ヤエムグラ スズメノテッポウ

バサグラン液剤 △（1～ 2葉期は効果あり） ◎～〇 ×

ハーモニー 75DF △～〇抑制するが枯死しない ◎ ◎

MCPソーダ塩 ◎（マメ科） △ ×

エコパートフロアブル × ◎ ×


